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ごみ減量動画　公開中！

市内の劇団による動画のため、迫力があり、わかりやすく、印象的に市民に訴えか
けている。また多くの市民に見る機会を提供するため、熊谷市ホームページ以外の
環境イベント等で上映することで、幅広い年代の方、多くの市民の方に見ていただ
く。

制作　劇団DOUBT（ダウト）
代表　松尾　伊津恵

資料の有無（　　有　　・　　無　　）

環境推進課　小林　大夢
048-536-1549

タイトル

令和2年3月3日（火）～公開中

熊谷市ホームページ・熊谷チャンネル（YouTube）

【目的】
ごみ分別の大切さを市民自らの問題として考えてもらう。動画という表現方法を通
してわかりやすく、効果的に市民に訴えかけ、5R（リフューズ・リデュース・リ
ユース・リサイクル・リペア）への意識をもってもらい、ごみの減量化の実現に結
びつける。

【内容】
市内の「劇団DOUBT」との協働で子供から大人まで幅広い年代をターゲットにした
３本の動画を作成。YouTube（熊谷チャンネル）、熊谷市ホームページにて公開。
①５Rを胸に
（リフューズ・リデュース・リユース・リサイクル・リペアを野球をテーマに解
説）
②クマメシ～ごみ収集現場に密着～
（ごみ分別の大切さ、ごみ出しのルールについて収集現場を見ながら確認）
③ニャオざねの作ってドキドキ（ダンボールコンポスト）
（ニャオざねとダンボールコンポスト（生ごみの堆肥化）の作成方法を学ぶ）
　
【経緯】
本市の１人１日当たりごみ排出量は県内でも多く、ごみ減量化は緊急課題。そこで
動画での啓発をごみ減量化策の手段とし、他のリサイクル教室や環境イベント等と
合わせてごみの減量化のための意識啓発を図る。

【効果】
ごみの処理責任は市町村にあるが、市民は排出原因者であることを理解してもら
い、市民が当事者意識を持つことを促す。
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動画の詳細について 

 

① ５Ｒを胸に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 勝もしたことないピッチャー（肥塚）が、自分にしかできないことを考え

ながら開幕を目指します。そんな中、普段の生活から５Ｒ（リフューズ・リ

デュース・リユース・リサイクル・リペア）について学んでいきます。5Ｒを

胸に８回裏からマウンドにあがった結果は・・・ 

 

 



② クマメシ～ごみ収集現場に密着～ 

 

 

 

 

 

 

実際にごみを収集している現場に密着し、ごみ出しのルールやマナーをイン

タビュー形式で紹介します。普段見られないごみ収集の現場とは？ 

③ ニャオざねの作ってドキドキ（ダンボールコンポスト） 

 

 

 

 

 

 

ニャオざね、ドキドキさんと一緒にダンボールコンポストの作成方法を学

びます。生ごみから堆肥ができるまで、小学生でもわかるよう解説してい

ますのでぜひご覧ください。 


